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調査概要調査概要

• 調査目的 医薬品副作用被害救済制度の浸透度を把握し、今後の基礎資料とする

• 調査対象 マクロミルモニタのうち、次の職業に就いている者 ： 医師・薬剤師・歯科医師・看護師

• 調査地域 全国

• 調査方法 インターネット調査

• 調査時期 平成23年度調査：平成23年11月22日（火）～11月29日（火）
平成22年度調査：平成22年11月18日（木）～11月23日（火）

• 有効回答数 平成23年度調査：3,412サンプル
平成22年度調査：3 377サンプル

平成23年度 平成22年度

【医師】病院勤務（２０床以上） 518  515  

【医師】診療所勤務（２０床未満） 513  506  

平成22年度調査：3,377サンプル

【薬剤師】病院・診療所勤務 512  509  

【薬剤師】薬局勤務 515  519  

【看護師】病院勤務（２０床以上） 515  508  

【看護師】診療所勤務（２０床未満） 515  502  

【歯科医師】 病院・診療所勤務　計 324  318  
3 412 3 377全体 3,412  3,377  

（人） （人）
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• 調査実施機関 株式会社マクロミル



対象者のプロフィール対象者のプロフィール

＊病院勤務者ベース【勤務先施設】 【勤務先】

n= n=
0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院（ベッド数20床以上）

診療所、クリニック、医院など

薬局

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立病院 大学病院 自治体病院

日本赤十字社 済生会 厚生連

その他

n= n=

全体 (3,412) 全体 (1,619)

【医師】 計 (1,031) 【医師】 計 (518)

病院勤務（２０床以上） (518) 【薬剤師】 計 (487)

医

療

関

係

47.5

50.2

100.0

37.5

49.8

15.1 6.4

8.5

5.1

15.4

17.6

11.1

16.6

17.2

20.9

2.7

3.7

1.4

3.1

3.3

2.7

53.1

46.7

56.1

2.7

3.1

2.7

診療所勤務（２０床未満） (513) 【看護師】 計 (515)

【薬剤師】 計 (1,027) 【歯科医師】 計 (99)

病院・診療所勤務 (512)

薬局勤務 (515)

係

者

別医

療

関

係

47.4

95.1

100.0

2.4

4.9

50.1

100.0

8.1

8.3

61.6

12.0

16.2

3.9 64.5

13.1

5.0

1.0

3.3
2.9

薬局勤務 (5 5)

【看護師】 計 (1,030)

病院勤務（２０床以上） (515)

診療所勤務（２０床未満） (515)

者

別 50.0

100.0

50.0

100.0

00 0

＊医師ベース ＊医師ベース【医師国家試験合格時期】 【勤務形態】

【歯科医師】 計 (324) 30.6 69.4

n= n=

【医師】 計 (1,031) 【医師】 計 (1,031)1.8 98.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２０年度以降 平成１９年度以前

36.1 63.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

開業医 勤務医
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病院勤務（２０床以上） (518) 病院勤務（２０床以上） (518)

診療所勤務（２０床未満） (513) 診療所勤務（２０床未満） (513)

2.5

1.2

97.5

98.8

3.5

69.0

96.5

31.0
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SummarySummary
【医薬品副作用被害救済制度 内容認知】【健康被害救済制度 認知率】 単一回答 単一回答

(n=2,823)

医薬品の副作用による被害を受けられた方の

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

(n=3,412) 認知計

医薬品副作用被害救済制度 82.7  50.2 32.5 17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない ＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

迅速な救済を図ることを目的とした

公的な制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず

発生した副作用による疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

86.1

82.5

6.4

8.8

7.4

8.7

生物由来製品感染等被害救済制度 60.1  26.0 34.0 39.9

【医薬品副作用被害救済制度 運営主体について】 単一回答

入院が必要な程度の疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う
51.6

31 1

28.4

48 0

20.0

20 8

厚生労働省 自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 医薬品医療機器総合機構（PMDA）

その他の組織・団体 知らない

【医薬品副作用被害救済制度 運営主体について】 単 回答

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

給付の種類にはいくつかの種類がある

給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある

31.1

21.1

48.0

55.7

20.8

23.2

n=

(2,823) 25.8 0.4 41.81.1 1.0 30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医薬品副作用被害救済制度の認知率（知っている＋名前は聞いたことがある）は83％。明確に「知っている」との回答は、50％。

生物由来製品感染等被害救済制度の認知率は60％。

運営主体については、医薬品副作用被害救済制度認知者の30％が「医薬品医療機器総合機構」と回答。次いで「厚生労働省」が26％。

医薬品副作用被害救済制度の内容の認知率を見ると、「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした

66

医薬品副作用被害救済制度の内容の認知率を見ると、 医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした
公的な制度である」、「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う」
の2項目が8割超と圧倒的に高い。



SummarySummary
【広告 接触媒体】 複数回答【新聞広告、看板、ポスター 認知率】 単一回答

(n=1,155)

病院・診療所

薬局・薬店（ドラッグストア）

新聞（朝日 読売 産経 毎日 日経新聞の全国紙）

45.3
29.7

24 3

0% 20% 40% 60%
＊広告接触者ベース

新聞（朝日・読売・産経・毎日・日経新聞の全国紙）

学会・研修会・講演会

自治体・保健所などの公共機関

 新聞（全国紙以外の地方紙・ブロック紙）

駅構内（新宿・名古屋・大阪）

24.3
14.0

10.7
6.6

3.1

(n=3,412)

駅構内（新宿 名古屋 大阪）

その他 3.5

そう思う やや
そう思う

あまりそう
思わない

そう
思わない

見た とがある

【広告の評価】 単一回答

(n=3,412) そう思う計

目を引く 62.9  

印象（記憶）に残る 47.6  

好感が持てる 74 4

16.4

11.0

16 9

46.5

36.7

57 5

31.9

44.5

22 1

5.2

7.8

3 4

0% 20% 40% 60% 80% 100%見たことがある
8.4% 見たような

気がする
25.4%見たことはない

66.1%

好感が持てる 74.4  

分かりやすい 56.8  

信頼感がある 51.8  

63.9  医薬品副作用被害救済制度

のキャラクターとしてふさわしい

16.9

12.8

7.8

9.6

57.5

43.9

44.0

54.4

22.1

35.0

41.4

29.7

3.4

8.2

6.8

6.3認知計 33.9%

新聞広告、看板、ポスターの認知率（見たことがある＋見たような気がする）は34％。

広告認知者の主な接触媒体は、「病院・診療所」45％、「薬局・薬店」30％、「新聞（全国紙）」24％。
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最も評価された（そう思う＋ややそう思う）項目は『好感が持てる』74％。
以下、『医薬品副作用被害救済制度のキャラクターとしてふさわしい』64％、『目を引く』63％の順。



SummarySummary
【医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由】【医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか】 単一回答 複数回答

(n=903)

自分自身が制度をよく理解していないから 54.5

0% 20% 40% 60%(n=3,412)

＊医薬品副作用被害救済制度を「勧めたくない・どちらともいえない」と回答した者ベース

診断書など、必要書類の作成が複雑・

面倒（そう）だから

不支給の場合、責任を問われるから

（問われそうだから）

給付の支給決定までに時間がかかるから

33.3

24.9
どちらとも
いえない

給付の支給決定までに時間がかかるから

（かかりそうだから）

制度を利用することが、

自分の責任問題になるから（なりそうだから）

制度の利用を医療機関が嫌がるから

20.7

17.8

13 8

勧めたい
73.5%

勧めたくない
1.8%

24.7%

患者へのメリットがあまり感じられないから

制度の利用を製薬会社が嫌がるから

（嫌がりそうだから）

制度の利用を医療機関が嫌がるから

（嫌がりそうだから）
13.8

6.5

6 5患者へのメリットがあまり感じられないから

その他

6.5

7.2

医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたいかについて、74％が「勧めたい」と回答。「勧めたくない」は2％。昨年度との差はあまり見られない。

医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたくない主な理由は、「自分自身が制度をよく理解していないから」55％、
「診断書など 必要書類の作成が複雑・面倒だから」33％ 「不支給の場合 責任を問われるから」25％

88

「診断書など、必要書類の作成が複雑 面倒だから」33％、「不支給の場合、責任を問われるから」25％。
昨年度との大きな傾向差はあまり見られない。



SummarySummary 《《参考参考 両年度比較両年度比較》》

【健康被害救済制度 認知率】 単一回答

平成23年度調査 平成22年度調査
(n=3,412) (n=3,377)

知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない 知っている 名前は聞いた
ことがある

知らない

認知計 認知計

医薬品副作用被害救済制度 82.7  80.9  

生物由来製品感染等被害救済制度 60.1  57.2  

50.2

26.0

32.5

34.0

17.3

39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

53.1

26.4

27.9

30.8

19.1

42.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【広告 認知率】 【広告 接触媒体】単一回答 複数回答 ＊広告接触者ベース / 平成22年度は参考値

見たことがある 見たような
気がする

見たことはない
平成23年度調査 平成22年度調査

(n=1,155) (n=1,805)
0% 20% 40% 60% 0% 20% 40% 60%

見た計

平成23年度調査 (n=3,412) 33.9

平成22年度調査 (n=3 377) 53 416 6

8.4

36 8

25.4

46 6

66.1

0% 20% 40% 60% 80% 100% 新聞（全国紙）

新聞（全国紙以外の地方紙・ブロック紙）

駅構内（新宿・名古屋・大阪）

薬局・薬店（ドラッグストア）

病院・診療所

自治体・保健所などの公共機関

24.3
6.6

3.1
29.7

45.3
10.7

10.9

5.9
35.6

45.7
16.6

平成22年度調査 (n 3,377) 53.416.6 36.8 46.6 自治体 保健所などの公共機関

学会・研修会・講演会

その他 *：非聴取項目

注） 「新聞（全国紙）」は平成22年度調査は「新聞」で聴取

「駅構内（新宿・名古屋・大阪）」は平成22年度調査は「電車（JR、地下鉄など）」で聴取

「病院・診療所」は平成22年度調査は「勤務先」で聴取

「薬局・薬店（ドラッグストア）」は平成22年度調査は「勤務先以外の医療機関」で聴取

14.0
3.5

*
5.2

認知率（知っている＋名前は聞いたことがある）は、「医薬品副作用被害救済制度」、「生物由来製品感染等被害救済制度」ともに伸張
している。

広告の認知率（見たことがある＋見たような気がする）は昨年度を20ポイント下回る。
広告接触媒体については 「病院 診療所 「薬局 薬店 など 勤務先がメインとなる傾向

99

広告接触媒体については、「病院・診療所」、「薬局・薬店」など、勤務先がメインとなる傾向。



詳細内容詳細内容詳細内容詳細内容

以降のページで、色づけされているスコアは
共通して左記のハッチングを行っている

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)



11 健康被害救済制度健康被害救済制度 認知率認知率

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

平成23年度調査 平成22年度調査
(n=3,412) (n=3,377)

知 ている 名前は聞いたことがある 知らない 知 ている 名前は聞いたことがある 知らない

認知計 認知計
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

医薬品副作用被害救済制度 82.7  80.9  50.2 32.5 17.3 53.1 27.9 19.1

生物由来製品感染等被害救済制度 60.1  57.2  26.0 34.0 39.9 26.4 30.8 42.8

•『医薬品副作用被害救済制度』の認知率（知っている＋名前は聞いたことがある）は83％。「知っている」が半数を占めた。

1111

•『生物由来製品感染等被害救済制度』の認知率は60％。



11 健康被害救済健康被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度制度－医薬品副作用被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】

平成23年度調査 平成22年度調査

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

平成 年度調 平成 年度調

n= 認知計 n= 認知計

全体 (3,412) 82.7  (3,377) 80.9  50.2 32.5 17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

53.1 27.9 19.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

全体 ( ) ( )

【医師】 計 (1,031) 89.4  (1,021) 89.2  

病院勤務（２０床以上） (518) 86.3  (515) 85.6  

診療所勤務（２０床未満） (513) 92.6  (506) 92.9  

47.0

44.8

49.3

42.4

41.5

43.3

10.6

13.7

7.4

50.2

46.6

54.0

39.0

39.0

38.9

10.8

14.4

7.1診療所勤務（２０床未満） ( ) ( )

【薬剤師】 計 (1,027) 98.4  (1,028) 99.1  

病院・診療所勤務 (512) 98.0  (509) 99.0  

薬局勤務 (515) 98.8  (519) 99.2  

医

療

関

係

者

84.3

86.5

82.1

14.1

11.5

16.7 1.2

2.0

1.6 89.3

91.9

86.7

9.8

7.1

12.5

0.9

0.8

1.0

薬局勤務 ( ) ( )

【看護師】 計 (1,030) 60.1  (1,010) 53.5  

病院勤務（２０床以上） (515) 56.7  (508) 50.4  

診療所勤務（２０床未満） (515) 63.5  (502) 56.6  

者

別 20.7

20.8

20.6

39.4

35.9

42.9

39.9

43.3

36.5

21.1

18.9

23.3

32.4

31.5

33.3

46.5

49.6

43.4診療所勤務（２０床未満） ( ) ( )

【歯科医師】 計 (324) 83.6  (318) 82.7  46.3 37.3 16.4 46.5 36.2 17.3

【医薬品副作用被害救済制度：医療関係者別】
•『薬剤師』は、「知っている」が8割半ば、認知率では、ほぼ全数に達する。

1212

•『医師』は9割弱、『歯科医師』は8割強と認知率は高いが、「知っている」との回答は半数程度にとどまる。
•昨年度との差はあまり見られない。



11 健康被害救済制度－健康被害救済制度－生物由来製品感染等被害救済制度生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【生物由来製品感染等被害救済制度】

平成23年度調査 平成22年度調査
全体 ﾎﾟｲ ﾄ以上

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

n= 認知計 n= 認知計

全体 (3,412) 60.1  (3,377) 57.2  26.0 34.0 39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

26.4 30.8 42.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

【医師】 計 (1,031) 59.5  (1,021) 58.8  

病院勤務（２０床以上） (518) 59.1  (515) 60.2  

診療所勤務（２０床未満） (513) 59.8  (506) 57.3  

20.0

19.5

20.5

39.5

39.6

39.4

40.5

40.9

40.2

21.1

23.1

19.0

37.7

37.1

38.3

41.2

39.8

42.7

【薬剤師】 計 (1,027) 80.6  (1,028) 77.3  

病院・診療所勤務 (512) 84.0  (509) 81.7  

薬局勤務 (515) 77.3  (519) 73.0  

医

療

関

係

者

49.5

57.6

41.4

31.2

26.4

35.9

19.4

16.0

22.7

49.5

54.4

44.7

27.8

27.3

28.3

22.7

18.3

27.0

【看護師】 計 (1,030) 41.2  (1,010) 36.8  

病院勤務（２０床以上） (515) 43.1  (508) 40.4  

診療所勤務（２０床未満） (515) 39.2  (502) 33.3  

別 11.1

13.4

8.7

30.1

29.7

30.5

58.8

56.9

60.8

11.4

13.2

9.6

25.4

27.2

23.7

63.2

59.6

66.7

【歯科医師】 計 (324) 56.8  (318) 52.2  18.5 38.3 43.2 17.0 35.2 47.8

【生物由来製品感染等被害救済制度：医療関係者別】
『薬剤師』は 「知 ている」が約半数 認知率は8割

1313

•『薬剤師』は、「知っている」が約半数、認知率は8割。
•『医師』、『歯科医師』の認知率は約6割。「知っている」との回答は2割程度にとどまる。
•昨年度との差はあまり見られない。



11 健康被害救済健康被害救済制度－制度－医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

▼医師国家試験合格時期別 【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

n= 認知計 認知計

全体 (1,031) 89.4  59.5  47.0 42.4 10.6 20.0 39.5 40.5

平成20年度以降 (19) 78.9  63.2  

医

師

国

家

試

21.1 57.9 21.1 15.8 47.4 36.8

平成19年度以前 (1,012) 89.6  59.4  

試

験

合

格

時

期

別

47.5 42.1 10.4 20.1 39.3 40.6

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

別

1414

サンプル数少数 為、 メントは割愛。



11 健康被害救済健康被害救済制度－制度－医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体 +5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

▼【医師】病院勤務（20床以上）ベース

平成22年度 Q1 あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

n= 認知計 認知計

(518) 86.3  59.1  【医師】

病院勤務（20床以上）　全体
44.8 41.5 13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

19.5 39.6 40.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない全体 +5ﾎ ｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

国立病院 (44) 90.9  68.2  

大学病院 (91) 74.7  59.3  

59.1

30.8

31.8

44.0

9.1

25.3

34.1

18.7

34.1

40.7

31.8

40.7

自治体病院 (89) 88.8  48.3  

日本赤十字社病院 (19) 89.5  73.7  

現

在

の

勤

め

53.9

52.6

34.8

36.8

11.2

10.5

18.0

21.1

30.3

52.6

51.7

26.3

済生会病院 (16) 87.5  62.5  

厚生連病院 (17) 82.4  82.4  

め

先

別 62.5

41.2

25.0

41.2 17.6

12.5 25.0

35.3

37.5

47.1

37.5

17.6

その他 (242) 88.8  58.3  42.6 46.3 11.2 16.1 42.1 41.7

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

1515

サンプル数少数 為、 メントは割愛。



11 健康被害救済健康被害救済制度－制度－医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

▼【薬剤師】病院・診療所勤務ベース

n= 認知計 認知計

(487) 98.6  85.2  【薬剤師】

病院・診療所勤務　全体
88.3 10.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58.9 26.3 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

国立病院 (25) 100.0  92.0  

大学病院 (54) 100.0  96.3  

100.0

94.4 5.6

76.0

66.7

16.0

29.6

8.0

3.7

自治体病院 (102) 100.0  86.3  

日本赤十字社病院 (7) 85.7  71.4  

現

在

の

勤

め

91.2

85.7

8.8

14.3

63.7

57.1

22.5

14.3

13.7

28.6

済生会病院 (13) 100.0  76.9  

厚生連病院 (13) 100.0  92.3  

先

別 84.6

92.3

15.4

7.7

46.2

53.8

30.8

38.5

23.1

7.7

その他 (273) 97.8  82.4  85.0 12.8 2.2 54.9 27.5 17.6

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

1616

サンプル数少数 為、 メントは割愛。



11 健康被害救済健康被害救済制度－制度－医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

▼【看護師】病院勤務ベース

n= 認知計 認知計

(515) 56.7  43.1  【看護師】病院勤務　全体 20.8 35.9 43.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.4 29.7 56.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

国立病院 (26) 46.2  34.6  

大学病院 (43) 67.4  53.5  

26.9

27.9

19.2

39.5

53.8

32.6

26.9

27.9

7.7

25.6

65.4

46.5

自治体病院 (62) 62.9  51.6  

日本赤十字社病院 (17) 70.6  52.9  

現

在

の

勤

め

22.6

17.6

40.3

52.9

37.1

29.4

12.9

17.6

38.7

35.3

48.4

47.1

済生会病院 (15) 53.3  40.0  

厚生連病院 (20) 65.0  60.0  

先

別 20.0

20.0

33.3

45.0 35.0

46.7 6.7

15.0

33.3

45.0

60.0

40.0

その他 (332) 53.9  39.5  19.3 34.6 46.1 10.5 28.9 60.5

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

1717

サンプル数少数 為、 メントは割愛。



11 健康被害救済健康被害救済制度－制度－医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率 単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】
▼【歯科医師】病院・診療所勤務ベース

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】

n= 認知計 認知計

【歯科医師】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

(99) 84.8  63.6  

国立病院 (8) 87.5  75.0  

【歯科医師】

病院・診療所勤務　全体
42.4

50.0

42.4

37.5

15.2

12.5

24.2

37.5

39.4

37.5

36.4

25.0

大学病院 (61) 85.2  57.4  

自治体病院 (16) 81.3  68.8  

現

在

の

勤

め

先

45.9

37.5

39.3

43.8

14.8

18.8

26.2

18.8

31.1

50.0

42.6

31.3

日本赤十字社病院 (1) 100.0  100.0  

その他 (13) 84.6  76.9  

先

別

30.8

100.0

53.8 15.4 15.4

100.0

61.5 23.1

サンプル数少数の為、コメントは割愛。

1818

サンプル数少数 為、 メントは割愛。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

平成23年度調査 平成22年度調査
(n=2,823) (n=2,733)

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

医薬品の副作用による被害を受けられた方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

の迅速な救済を図ることを目的とした公的な

制度である

医薬品を、適正に使用したにもかかわらず

発生した副作用による疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う

86.1

82.5

6.4

8.8

7.4

8.7

84.4

82.0

6.9

9.1

8.7

8.8

入院が必要な程度の疾病や障害などの

健康被害について救済給付を行う
51.6 28.4 20.0 49.7 28.8 21.6

給付の種類にはいくつかの種類がある

給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限が

ある

31.1

21.1

48.0

55.7

20.8

23.2

29.0

20.0

47.1

54.7

23.9

25.2

•医薬品副作用被害救済制度の主な認知内容は、「医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした公的な制
度である」、「医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う」

1919

度である」、 医薬品を、適 に使用したにもかかわらず発 した副作用による疾病や障害など 健康被害に いて救済給付を行う」
の2項目でいずれも認知率（知っている）が8割を超えている。

•各項目の認知率（知っている）は昨年度との差はあまりみられない。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

【医薬品の副作用による被害を受けられた方の迅速な救済を図ることを目的とした公的な制度である】

平成23年度調査 平成22年度調査医薬品副作用被害救済制度認知者ベ ス 平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (2,823) (2,733)86.1 6.4 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

84.4 6.9 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

86.1

85.4

83.2

87.4

6.4

8.4

9.8

6.9

7.4

6.3

6.9

5.7

84.4

83.2

81.6

84.7

6.9

8.3

8.8

7.9

8.7

8.5

9.5

7.4

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

93.8

93.2

94.3

3.8

4.0

3.52.2

2.8

2.5 92.1

90.1

94.0

2.4

3.0

1.7 4.3

6.9

5.6

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

別 75.4

73.6

77.1

9.9

12.3

7.6

14.7

14.0

15.3

73.3

71.9

74.6

11.3

12.1

10.6

15.4

16.0

14.8

【医療関係者別】

【歯科医師】 計 (271) (263)84.9 7.0 8.1 81.7 10.6 7.6

2020

【医療関係者別】
•『薬剤師』は、9割以上が認知している。『医師』、『歯科医師』も8割半ばと高い。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知 単一回答

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

【医薬品を、適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成23年度調査 平成22年度調査医薬品副作用被害救済制度認知者ベ ス 平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (2,823) (2,733)82.5 8.8 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

82.0 9.1 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

82.5

82.3

80.1

84.4

8.8

9.9

11.0

8.8

8.7

7.8

8.9

6.7

82.0

79.5

78.0

80.9

9.1

10.9

11.6

10.2

8.8

9.7

10.4

8.9

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

93.8

94.0

93.5 2.8

2.9

3.0

3.7

3.0

3.4 94.9

95.0

94.8 2.1

3.2

2.6

3.1

1.8

2.5

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

別 67.5

69.2

66.1

14.2

13.7

14.7

18.3

17.1

19.3

68.5

65.6

71.1

14.6

16.4

13.0

16.9

18.0

15.8

【医療関係者別】

【歯科医師】 計 (271) (263)75.3 14.8 10.0 68.8 17.1 14.1

2121

【医療関係者別】
•『薬剤師』の認知率（知っている）が94％と高い。『医師』、『歯科医師』の認知率（知っている）は8割前後。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知 単一回答

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

【入院が必要な程度の疾病や障害などの健康被害について救済給付を行う】

平成23年度調査 平成22年度調査医薬品副作用被害救済制度認知者ベ ス 平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (2,823) (2,733)51.6 28.4 20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

49.7 28.8 21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

51.6

49.1

48.8

49.5

28.4

32.0

32.4

31.6

20.0

18.9

18.8

18.9

49.7

42.3

42.0

42.6

28.8

35.2

34.7

35.7

21.6

22.5

23.4

21.7

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

64.9

66.7

63.1

19.7

16.3

23.0

15.4

16.9

13.9

66.3

68.3

64.5

17.5

14.3

20.6

16.2

17.5

15.0

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

別 39.6

39.0

40.1

32.1

33.2

31.2

28.3

27.7

28.7

39.6

40.6

38.7

33.1

31.3

34.9

27.2

28.1

26.4

【医療関係者別】
•『薬剤師』の認知率（知っている）が6割半ばと突出している

【歯科医師】 計 (271) (263)38.4 39.9 21.8 31.2 41.4 27.4

2222

•『薬剤師』の認知率（知っている）が6割半ばと突出している。
•『薬剤師』の認知率（知っている）は昨年度をやや下回っている。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知 単一回答

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

【給付の種類にはいくつかの種類がある】

平成23年度調査 平成22年度調査医薬品副作用被害救済制度認知者ベ ス 平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (2,823) (2,733)31.1 48.0 20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

29.0 47.1 23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

31.1

25.1

24.8

25.3

48.0

53.7

54.1

53.3

20.8

21.3

21.0

21.5

29.0

21.5

22.7

20.4

47.1

54.4

54.4

54.5

23.9

24.0

22.9

25.1

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

40.7

39.4

41.8

43.9

42.6

45.2

15.4

17.9

13.0

38.8

42.1

35.5

40.8

37.3

44.3

20.4

20.6

20.2

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

別 27.1

28.1

26.3

44.1

45.2

43.1

28.8

26.7

30.6

28.9

30.1

27.8

43.7

41.8

45.4

27.4

28.1

26.8

【医療関係者別】

【歯科医師】 計 (271) (263)25.5 53.1 21.4 17.5 53.2 29.3

2323

•『薬剤師』の認知率（知っている）が4割と高め。



22 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 内容認知内容認知 単一回答

平成23年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
平成22年度 Q2  「医薬品副作用被害救済制度」について、以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース

【給付には、種類ごとにそれぞれ請求期限がある】

平成23年度調査 平成22年度調査医薬品副作用被害救済制度認知者ベ ス 平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (2,823) (2,733)21.1 55.7 23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

20.0 54.7 25.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 分からない

全体 ( , ) ( , )

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

17.5

16.8

18.1

59.4

58.8

60.0

23.1

24.4

21.9

15.5

16.8

14.3

59.9

59.6

60.2

24.6

23.6

25.5

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

26.6

26.7

26.5

54.9

52.6

57.2

18.5

20.7

16.3

25.5

26.4

24.7

53.5

50.4

56.5

21.0

23.2

18.8

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

別 20.0

20.9

19.3

49.8

51.0

48.6

30.2

28.1

32.1

21.1

21.9

20.4

46.9

45.3

48.2

32.0

32.8

31.3

【医療関係者別】

【歯科医師】 計 (271) (263)15.5 59.8 24.7 12.2 57.8 30.0

2424

•『薬剤師』の認知率（知っている）が27％と高め。



33 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 運営主体について運営主体について

平成23年度 Q3  あなたは、「医薬品副作用被害救済制度」の運営主体をご存じですか。あてはまるものをひとつお選びください。

単一回答

平成22年度 Q3  あなたは、「医薬品副作用被害救済制度」の運営主体をご存じですか。あてはまるものをひとつお選びください。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース 平成23年度調査 平成22年度調査

厚生労働省 自治体（都道府県 市町村など） 厚生労働省 地方自治体（都道府県 市町村など）

n= n=

全体 (2 823) (2 733)25 8 1 1 1 0 30 0 0 4 41 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 医薬品医療機器総合機構（PMDA）

その他の組織・団体 知らない

24 2 1 1 32 0 0 3 41 90 6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

厚生労働省 地方自治体（都道府県、市町村など）

健康保険組合連合会 （独）医薬品医療機器総合機構

その他の組織・団体 知らない

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

25.8

25.1

23.7

26.3

1.1

1.4

2.0

0.8

1.0

0.8

0.7

0.8

30.0

29.9

29.8

30.1

0.4

0.4

0.4

0.4

41.8

42.4

43.4

41.5

24.2

24.8

22.7

26.8

1.1

1.1

0.9

1.3

32.0

25.1

27.2

23.2

0.3

0.1

0.2

41.9

48.6

48.8

48.5

0.6

0.2

0.5

診療所勤務（ 床未満）

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

医

療

関

係

者

23.3

23.7

23.0

1.1

0.6

1.6

0.7

0.8

0.6

42.0

50.4

33.8

0.6

0.4

0.8

32.2

24.1

40.3

21.9

22.6

21.2

0.8

0.8

0.8

50.5

60.9

40.4

0.5

0.4

0.6

25.7

15.1

36.1

0.6

0.2

1.0

【看護師】 計 (619) (540)

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

者

別 28.4

26.4

30.3

1.0

1.0

0.9

57.0

57.9

56.31.5

2.7

2.1 11.5

11.0

12.0

24.8

20.7

28.5

1.5

2.0

1.1

59.3

62.9

56.0

1.3

1.2

1.4 13.0

13.3

13.1

•医薬品副作用被害救済制度認知者に運営主体について尋ねたところ、30％が「医薬品医療機器総合機構」と回答。
次いで、「厚生労働省」が26％。「知らない」は4割強。

•昨年度の構成比との差はあまり見られない。

【歯科医師】 計 (271) (263)31.0 0.7 27.3 41.0 29.7 1.5 0.8 0.4 45.222.4

2525

構
【医療関係者別】

•『薬剤師』で「医薬品医療機器総合機構」が4割強と高く、特に、『薬剤師（病院・診療所勤務）』では5割と高め。
•『薬剤師』は「知らない」が昨年度よりも高めとなっている。



平成23年度 Q4 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」をどのようにして（何から）知りましたか。または、どのようにして（何から）名前を聞きましたか。

44 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 認知経路認知経路 複数回答

平成22年度 Q4 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」をどのようにして知りましたか。または、どのようにして名前を聞きましたか。

33.9
38.9

15 8
30%

40%

50%
平成23年度調査　全体

平成22年度調査　全体

【医師】 計

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース
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フ

パ

ン

フ

テ

レ

ビ

勤
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医
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D

V

D

（
P

M

医

薬

品

ラ

ジ
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そ

の

他

10.7 10.3 10.0 8.9 8.0 7.0
2.9 2.6 2.4 1.3 1.1 3.4

14.7 12.0
17.5

-

13.9 12.6
8.0 9.7 10.1 8.9 7.2

3.6
- 2.6 0.4 1.2 2.6

4.4
11.7

11.912.212.613.1
15.8 13.315.3

0%

10%

20%
【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計
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作

成

の

医

療

機

器

総

合

機

構

放

送

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

n 構 構 ン 構

平成23年度調査　全体 (2,823) 33.9 15.8 13.1 12.6 12.2 11.9 11.7 10.7 10.3 10.0 8.9 8.0 7.0 4.4 2.9 2.6 2.4 1.3 1.1 3.4 
【医師】 計 (922) 33.4 19.8 14.2 14.5 7.3 13.4 11.2 6.9 14.9 1.8 9.8 7.0 5.7 5.6 2.1 1.6 3.0 1.2 1.4 4.4 

病院勤務（２０床以上） (447) 32.0 23.9 7.2 17.7 11.4 7.6 7.6 5.4 18.6 2.5 9.8 5.4 4.9 6.9 3.1 2.5 3.6 0.7 1.3 3.6 
診療所勤務（２０床未満） (475) 34.7 16.0 20.8 11.6 3.4 18.9 14.5 8.4 11.4 1.3 9.7 8.6 6.5 4.4 1.1 0.8 2.5 1.7 1.5 5.3 

【薬剤師】 計 (1,011) 39.5 10.0 15.4 4.4 16.3 13.6 14.9 18.7 4.3 24.1 10.3 10.4 9.2 2.0 1.4 4.3 1.1 1.3 0.3 2.8 
病院・診療所勤務 (502) 34.3 10.8 11.6 4.8 18.7 16.5 17.7 27.3 5.0 26.3 14.3 12.5 6.2 2.0 2.2 6.4 0.6 1.6 - 1.4 

医

療

関

薬局勤務 (509) 44.6 9.2 19.3 3.9 13.9 10.8 12.2 10.2 3.5 22.0 6.3 8.3 12.2 2.0 0.6 2.2 1.6 1.0 0.6 4.1 
【看護師】 計 (619) 26.8 21.5 5.5 21.2 15.7 4.2 3.9 2.4 11.8 2.6 4.4 3.9 5.5 3.6 6.6 1.3 3.2 0.8 1.5 2.9 

病院勤務（２０床以上） (292) 31.2 18.5 3.4 20.5 16.8 3.1 5.1 4.1 9.2 4.1 6.8 4.1 4.8 3.1 8.6 2.4 3.4 1.0 1.4 3.1 
診療所勤務（２０床未満） (327) 22.9 24.2 7.3 21.7 14.7 5.2 2.8 0.9 14.1 1.2 2.1 3.7 6.1 4.0 4.9 0.3 3.1 0.6 1.5 2.8 

【歯科医師】 計 (271) 31.0 10.7 18.1 17.3 5.5 17.7 18.8 12.9 14.0 1.8 11.1 11.8 6.3 11.4 2.6 3.0 3.0 2.6 2.2 3.0 
平成22年度調査　全体 (2,733) 38.9 15.3 14.7 13.3 12.0 17.5 * 13.9 12.6 8.0 9.7 10.1 8.9 7.2 3.6 * 2.6 0.4 1.2 2.6 

注） 「パンフレ ト リ フレ ト」は平成22年度調査は「パンフレ ト」 * 平成22年度非聴取項目 平成23年度全体値の降順でソ ト

係

者

別

•認知経路は、「医療関連専門誌」が3割強で突出している。
以下、「人から聞いた／教えてもらった」16％、「パンフレット・リーフレット」13％、「テレビ番組」13％が続く。

•「副作用報告制度の報告用紙」12％は、昨年度のスコアから6ポイント下げている。
【医療関係者別】

注） 「パンフレット・リーフレット」は平成22年度調査は「パンフレット」、 *：平成22年度非聴取項目 平成23年度全体値の降順でソート
「ポスター・ステッカー・看板」は平成22年度調査は「ポスター・ステッカー」で聴取

2626

【医療関係者別】
•『薬剤師』では、「医療関連専門誌」以下、「大学・専門学校の授業」、「医薬品医療機器総合機構のホームページ」が際立って高い。

『看護師』では「パンフレット・リーフレット」は下位となる一方、「テレビ放送」が高い。



平成23年度 Q5 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、誰から知りましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

55 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 クチコミ経路クチコミ経路 複数回答

平成22年度 Q5 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」について、誰から知りましたか。あてはまるものをすべてお選びください。

＊「人から聞いた/教えてもらった」回答者ベース

100%

27.6
19.1

25.5
19.3 16.8

42.6

15.5

47.0
40%

60%

80%平成23年度調査　全体

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

医

師

薬

剤

師
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師

社

員

製

薬

会

社

事

務

職

員

医

療

機

関

歯

科

医

師

患

者

保

健

所

の

そ

の

他

19.1
6.1 3.6 1.1 2.24.3 2.1 3.8 1.7 1.73.4

15.5

0%

20%
【看護師】 計

【歯科医師】 計

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

ﾟ

n=

社

の

員関

の

師

職

員

平成23年度調査　全体 (446) 42.6        27.6        19.1        16.8        6.1        3.6        3.4        1.1        2.2        
【医師】 計 (183) 72.1        9.8        0.5        24.6        7.1        -        3.3        1.1        1.6        

病院勤務（２０床以上） (107) 73.8        13.1        0.9        23.4        8.4        -        3.7        0.9        -        
診療所勤務（２０床未満） (76) 69.7        5.3        -        26.3        5.3        -        2.6        1.3        3.9        

(101) 8 9 83 2 2 0 14 9 5 9 1 0 2 0
医

療

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

【薬剤師】 計 (101) 8.9        83.2        2.0        14.9        5.9        -        -        1.0        2.0        
病院・診療所勤務 (54) 13.0        79.6        3.7        16.7        7.4        -        -        1.9        1.9        
薬局勤務 (47) 4.3        87.2        -        12.8        4.3        -        -        -        2.1        

【看護師】 計 (133) 29.3        12.8        60.2        5.3        6.0        -        6.0        1.5        2.3        
病院勤務（２０床以上） (54) 24.1        22.2        70.4        3.7        7.4        -        1.9        1.9        -        
診療所勤務（２０床未満） (79) 32.9        6.3        53.2        6.3        5.1        -        8.9        1.3        3.8        

【歯科医師】 計 (29) 34.5 13.8 6.9 27.6 - 55.2 3.4 - 6.9

療

関

係

者

別

【医療関係者別】
•「人から聞いた／教えてもらった」人全体の回答では、4割強が「医師」と回答しているが、医療関係者別に見ると、同職種の項目が圧倒的に高く

【歯科医師】 計 (29) 34.5        13.8        6.9        27.6                55.2        3.4                6.9        
平成22年度調査　全体 (419) 47.0        25.5        19.3        15.5        4.3        2.1        3.8        1.7        1.7        

平成23年度全体値の降順でソート

2727

「人から聞いた／教えてもらった」人全体の回答では、4割強が「医師」と回答しているが、医療関係者別に見ると、同職種の項目が圧倒的に高く
なっている。同職種以外では、『医師』で「製薬企業の社員」、『看護師』で「医師」が特徴的に高め。

n=30未満は参考値



66 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 パンフレット・ポスター等接触場所パンフレット・ポスター等接触場所

平成23年度 Q6 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」のパンフレット・リーフレット、ポスター・ステッカー・看板をどこで見たり、入手したりしましたか。

複数回答

平成22年度 Q6 あなたは「医薬品副作用被害救済制度」のパンフレット、ポスター・ステッカーをどこで見たり、入手したりしましたか。

＊パンフレット・リーフレット、ポスター・ステッカー・看板による認知者ベース

100%

66.8
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8.820%
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80%平成23年度調査　全体
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勤

務

先

医

療

機

関

・

勤

務

先

以

外

・

講

演

会

学

会

・

研

修

（
P

M

D

A

総

合

機

構

医

薬

品

医

療

な

ど

の

公

共

自

治

体

・

保

電

車

駅

構

内

そ

の

他

7.8
1.6 0.2 5.0

11.0 6.9 3.2 -
6.0

0%

20%【歯科医師】 計

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

n=

・

薬

局

外

の

修

会

A

）

療

機

器

共

機

関

保

健

所

平成23年度調査　全体 (497) 66.8          16.9          13.1          10.1          7.8          1.6          0.2          5.0          
【医師】 計 (167) 65.3          15.0          16.8          7.8          13.8          2.4          -          2.4          

病院勤務（２０床以上） (50) 68.0          22.0          22.0          2.0          12.0          -          -          6.0          
診療所勤務（２０床未満） (117) 64.1          12.0          14.5          10.3          14.5          3.4          -          0.9          医

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

診療所勤務（ ０床未満）

【薬剤師】 計 (209) 83.3          8.1          11.5          11.0          2.4          1.0          0.5          5.3          
病院・診療所勤務 (74) 77.0          6.8          20.3          20.3          2.7          -          -          4.1          
薬局勤務 (135) 86.7          8.9          6.7          5.9          2.2          1.5          0.7          5.9          

【看護師】 計 (61) 44.3          50.8          8.2          1.6          6.6          1.6          -          3.3          
病院勤務（２０床以上） (22) 40.9          45.5          18.2          -          9.1          -          -          9.1          
診療所勤務（２０床未満） (39) 46.2          53.8          2.6          2.6          5.1          2.6          -          -          

【歯科医師】 計 (60) 36 7 18 3 13 3 21 7 11 7 1 7 13 3

療

関

係

者

別

•認知経路「パンフレット・リーフレット」、「ポスター・ステッカー」と回答した人に具体的な接触場所を尋ねたところ、「勤務先」が7割弱で突出している。
【医療関係者別】

『薬剤師』は8割以上が「勤務先 と回答 『看護師』は 「勤務先以外 医療機関 薬局 が 割と「勤務先 よりも高くな る

【歯科医師】 計 (60) 36.7          18.3          13.3          21.7          11.7          1.7          -          13.3          
平成22年度調査　全体 (534) 73.4          14.4          11.0          8.8          6.9          3.2          * 6.0          

*：平成22年度非聴取項目　平成23年度全体値の降順でソート
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•『薬剤師』は8割以上が「勤務先」と回答。『看護師』は、「勤務先以外の医療機関・薬局｣が5割と「勤務先」よりも高くなっている。
『歯科医師』『薬剤師（病院・診療所勤務）』は医薬品医療機器総合機構」が2割強と高い。

n=30未満は参考値



77 医薬品副作用被害救済制度との関わりについて医薬品副作用被害救済制度との関わりについて

平成23年度 Q7 あなたは、これまで「医薬品副作用被害救済制度」にかかわったことがありますか。

単一回答

平成22年度 Q7 あなたは、これまで「医薬品副作用被害救済制度」にかかわったことがありますか。

＊医薬品副作用被害救済制度認知者ベース 平成23年度調査 平成22年度調査

ある ない ある ない

n= n=

全体 (2,823) (2,733)

【医師】 計 (922) (911)

7.7

10.6

92.3

89.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.1

11.0

89.9

89.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 】

病院勤務（２０床以上） (447) (441)

診療所勤務（２０床未満） (475) (470)

【薬剤師】 計 (1,011) (1,019)
医

13.2

8.2

8.7

86.8

91.8

91.3

14.5

7.7

14.7

85.5

92.3

85.3

病院・診療所勤務 (502) (504)

薬局勤務 (509) (515)

【看護師】 計 (619) (540)

医

療

関

係

者

別

12.5

4.9

87.5

95.1

96.83.2

24.2

5.4

75.8

94.6

96.93.1

病院勤務（２０床以上） (292) (256)

診療所勤務（２０床未満） (327) (284)

【歯科医師】 計 (271) (263)

95.2

98.2

96.33.7

1.8

4.8

3.8

96.5

97.2

96.2

2.8

3.5

•医薬品副作用被害救済制度に関わったことが「ある」との回答は1割弱。昨年度をやや下回る。
【医療関係者別】
•『医師』 『薬剤師』は いずれも「関わったことがある」が1割前後となっている
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•『医師』、『薬剤師』は、いずれも「関わったことがある」が1割前後となっている。



88 広告の認知率広告の認知率

平成23年度 Q8 画像（新聞広告、看板、ポスター）をご覧になってからお答えください。あなたは、この広告をひとつでも見たことがありますか。

単一回答

平成22年度 Q8 画像（新聞・交通広告、ポスター）をご覧になってからお答えください。あなたは、この広告をひとつでも見たことがありますか。

平成23年度調査 平成22年度調査

n= 見た計 n= 見た計
0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような気がする 見たことはない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たような気がする 見たことはない
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合) 見た計 見た計

全体 (3,412) 33.9  (3,377) 53.4  

【医師】 計 (1,031) 38.0  (1,021) 58.1  

病院勤務（２０床以上） (518) 37.1  (515) 59.2  

8.4

8.8

9.7

25.4

29.2

27.4

66.1

62.0

62.9

16.6

14.3

16.5

36.8

43.8

42.7

46.6

41.9

40.8

診療所勤務（２０床未満） (513) 39.0  (506) 56.9  

【薬剤師】 計 (1,027) 34.2  (1,028) 64.2  

病院・診療所勤務 (512) 34.6  (509) 72.1  

医

療

関

係

8.0

11.7

12.7

31.0

22.5

21.9

61.0

65.8

65.4

12.1

27.2

32.6

44.9

37.0

39.5

43.1

35.8

27.9

薬局勤務 (515) 33.8  (519) 56.5  

【看護師】 計 (1,030) 24.4  (1,010) 35.8  

病院勤務（２０床以上） (515) 26.0  (508) 37.2  

診療所勤務（ 床未満） (515) 22 7 (502) 34 5

係

者

別

10.7

3.2

4.1

2 3

23.1

21.2

21.9

20 4

66.2

75.6

74.0

77 3

22.0

7.6

6.9

8 4

34.5

28.2

30.3

26 1

43.5

64.2

62.8

65 5

•広告の認知率（見たことがある＋見たような気がする）は、34％。昨年度と比べ、20ポイント低下している。
【医療関係者別】

診療所勤務（２０床未満） (515) 22.7  (502) 34.5  

【歯科医師】 計 (324) 49.7  (318) 59.7  

2.3

13.3

20.4

36.4

77.3

50.3

8.4

18.6

26.1

41.2

65.5

40.3
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【医療関係者別】
•『歯科医師』で認知率が最も高く、50％。『医師』の認知率は4割弱となっている

昨年度は、『薬剤師』の認知度の高さが目立っていたが、今年度は34％にとどまっている。



99 広告の接触媒体広告の接触媒体

平成23年度 Q9 あなたは、どこでこの広告を見ましたか。あてはまるものを全てお選びください。

複数回答

平成22年度 Q9 あなたは、どこでこの広告を見ましたか。あてはまるものを全てお選びください。
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【看護師】 計

【歯科医師】 計

n=

・

診

療

所

ラ
ッ

グ

ス

ト

ア

）

・

薬

店

全

国

紙

）

毎

日

・

日

経

新

聞

日

・

読

売

・

産

経

会・

研

修

会

・

共

機

関

体

・

保

健

所

な

ど

ロ
ッ

ク

紙

）

方

紙

・

国

紙

以

外

の

大

阪

）

宿

・

名

古

屋

内 他

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

n= ） 聞経 ど

平成23年度調査　全体 (1,155) 45.3          29.7          24.3          14.0          10.7          6.6          3.1          3.5          
【医師】 計 (392) 40.6          18.6          33.2          12.0          14.0          9.2          3.6          4.1          

病院勤務（２０床以上） (192) 44.8          20.3          35.9          13.0          8.9          10.4          4.7          2.1          
診療所勤務（２０床未満） (200) 36.5          17.0          30.5          11.0          19.0          8.0          2.5          6.0          

【薬剤師】 計 (351) 43.3          38.5          18.2          21.4          8.3          4.3          3.1          3.4          
病院・診療所勤務 (177) 54.2          18.6          19.2          30.5          7.3          3.4          2.8          4.0          

医

療

関 病院 診療所勤務

薬局勤務 (174) 32.2          58.6          17.2          12.1          9.2          5.2          3.4          2.9          
【看護師】 計 (251) 52.2          38.6          16.3          6.0          8.4          4.8          3.6          3.2          

病院勤務（２０床以上） (134) 55.2          35.8          11.9          5.2          9.7          6.7          5.2          3.7          
診療所勤務（２０床未満） (117) 48.7          41.9          21.4          6.8          6.8          2.6          1.7          2.6          

【歯科医師】 計 (161) 50.3          23.6          28.6          15.5          11.8          8.1          1.2          2.5          
平成22年度調査　全体 (1,805) 45.7          35.6          10.9          * 16.6          * 5.9          5.2          

注） 「新聞（全国紙） は平成 年度調査は「新聞 聴取 平成22年度非聴取項目 平成23年度全体値の降順でソ ト

係

者

別

•広告に接触した主な場所は、「病院・診療所」45％、「薬局・薬店」30％、「新聞（全国紙）」24％など。
•［参考］昨年度（平成22年度）調査のスコアは参考値

注） 「新聞（全国紙）」は平成22年度調査は「新聞」で聴取 *：平成22年度非聴取項目 平成23年度全体値の降順でソート
「駅構内（新宿・名古屋・大阪）」は平成22年度調査は「電車（JR、地下鉄など）」で聴取

「病院・診療所」は平成22年度調査は「勤務先」で聴取　「薬局・薬店（ドラッグストア）」は平成22年度調査は「勤務先以外の医療機関」で聴取

3131

【医療関係者別】
•『医師』は、「病院・診療所」、「新聞（全国紙）」、『薬剤師』では「薬局・薬店」、「学会・研修会・講演会」が特徴的に高い。



1010 広告の評価広告の評価

平成23年度 Q10 上記画像のキャラクター（ドクトルQ）をご覧になった感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われるものをひとつずつお選びください。

単一回答

【目を引く】 【印象（記憶）に残る】 【好感が持てる】

n= そう思う計 そう思う計 そう思う計
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (3,412) 62.9  47.6  74.4  

【医師】 計 (1,031) 59.0  46.4  69.7  

病院勤務（２０床以上） (518) 55.4  43.2  72.4  

16.4

14.6

15.1

46.5

44.3

40.3

31.9

33.8

37.6

5.2

7.3

6.9

11.0

11.1

11.6

36.7

35.3

31.7

44.5

43.5

46.7

7.8

10.1

10.0

16.9

15.4

15.4

57.5

54.3

56.9

22.1

25.0

22.8

3.4

5.2

4.8

診療所勤務（２０床未満） (513) 62.6  49.5  67.1  

【薬剤師】 計 (1,027) 61.7  44.6  73.4  

病院・診療所勤務 (512) 60.5  44.5  73.8  

医

療

関

係

14.2

15.1

16.8

48.3

46.6

43.8

29.8

34.1

34.8

7.6

4.2

4.7

10.5

9.3

9.6

39.0

35.3

35.0

40.4

48.4

48.0

10.1

7.0

7.4

15.4

15.1

14.6

51.7

58.3

59.2

27.3

24.1

24.4

5.7

2.4

1.8

薬局勤務 (515) 62.9  44.7  73.0  

【看護師】 計 (1,030) 68.3  52.1  79.3  

病院勤務（２０床以上） (515) 68.0  53.0  78.8  

係

者

別

13.4

20.2

21.2

49.5

48.2

46.8

33.4

28.1

27.4

3.7

3.6

4.7

8.9

13.5

14.0

35.7

38.6

39.0

48.7

42.8

40.6

6.6

5.0

6.4

15.5

20.3

23.5

57.5

59.0

55.3

23.9

18.4

18.6

3.1

2.2

2.5

診療所勤務（２０床未満） (515) 68.7  51.3  79.8  

【歯科医師】 計 (324) 61.4  46.9  77.2  

19.2

13.9

49.5

47.5

28.7

31.5

2.5

7.1

13.0

8.0

38.3

38.9

45.0

41.0

3.7

12.0

17.1

16.7

62.7

60.5

18.3

18.2

1.9

4.6

•最も評価された（そう思う＋ややそう思う）項目は『好感が持てる』74％。次いで、『医薬品副作用被害救済制度のキャラクターとしてふさわしい』
64％、『目を引く』63％が続く。

3232

【医療関係者別】
•『目を引く』、『印象に残る』、『好感が持てる』いずれも『看護師』の評価が高め。



1010 広告の評価広告の評価

平成23年度 Q10 上記画像のキャラクター（ドクトルQ）をご覧になった感想をお聞きします。以下それぞれにあてはまると思われるものをひとつずつお選びください。

単一回答

【分かりやすい】 【信頼感がある】

n= そう思う計 そう思う計 そう思う計

【医薬品副作用被害救済制度の
　　　　キャラクターとしてふさわしい】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (3,412) 56.8  51.8  63.9  

【医師】 計 (1,031) 54.9  45.7  55.2  

病院勤務（２０床以上） (518) 53.3  43.2  56.0  

12.8

11.4

11.4

43.9

43.5

41.9

35.0

35.2

36.1

8.2

9.9

10.6

7.8

6.9

6.8

44.0

38.8

36.5

41.4

43.8

46.9

6.8

10.5

9.8

9.6

6.7

6.2

54.4

48.5

49.8

29.7

35.3

35.7

6.3

9.5

8.3

診療所勤務（２０床未満） (513) 56.5  48.1  54.4  

【薬剤師】 計 (1,027) 54.6  52.1  64.4  

病院・診療所勤務 (512) 54.9  49.0  63.3  

医

療

関

係

11.5

11.9

12.3

45.0

42.7

42.6

34.3

36.9

36.5

9.2

8.5

8.6

7.0

7.0

6.3

41.1

45.1

42.8

40.7

42.7

45.5

11.1

5.2

5.5

7.2

7.8

8.0

47.2

56.6

55.3

34.9

30.7

32.0

10.7

5.0

4.7

薬局勤務 (515) 54.4  55.1  65.4  

【看護師】 計 (1,030) 60.9  57.8  72.4  

病院勤務（２０床以上） (515) 62.1  59.2  71.7  

係

者

別

11.5

15.8

17.1

42.9

45.0

45.0

37.3

32.8

32.2

8.3

6.3

5.6

7.8

9.9

10.5

47.4

47.9

48.7

40.0

38.1

36.5

4.9

4.2

4.3

7.6

14.3

14.8

57.9

58.2

56.9

29.3

23.8

24.1

5.2

3.8

4.3

診療所勤務（２０床未満） (515) 59.6  56.3  73.2  

【歯科医師】 計 (324) 56.5  51.2  63.3  

14.6

10.8

45.0

45.7

33.4

35.5

7.0

8.0

9.3

6.8

47.0

44.4

39.6

40.4

4.1

8.3

13.8

9.3

59.4

54.0

23.5

28.1

3.3

8.6

【医療関係者別】

3333

•『分かりやすい』、『信頼感がある』、『医薬品副作用被害救済制度のキャラクターとしてふさわしい』いずれも看護師の評価が高め。



1111 医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか医薬品副作用被害救済制度を勧めたいか

平成23年度 Q11 あなたは今後、医薬品を適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による入院が必要な程度の健康被害に遭われた患者さんに対し
「医薬品副作用被害救済制度 利用を勧めた と思 ますか

単一回答

「医薬品副作用被害救済制度」の利用を勧めたいと思いますか。

平成22年度 Q10 あなたは今後、医薬品を適正に使用したにもかかわらず発生した副作用による入院が必要な程度の健康被害に遭われた患者さんに対し
「医薬品副作用被害救済制度」の利用を勧めたいと思いますか。

平成23年度調査 平成22年度調査平成23年度調査 平成22年度調査

n= n=

全体 (3 412) (3 377)73.5 1.8 24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない

73.8 1.3 24.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勧めたい 勧めたくない どちらともいえない

全体 (3,412) (3,377)

【医師】 計 (1,031) (1,021)

病院勤務（２０床以上） (518) (515)

診療所勤務（２０床未満） (513) (506)

73.5

73.3

74.5

72.1

1.8

2.1

2.1

2.1

24.7

24.5

23.4

25.7

73.8

78.1

77.9

78.3

1.3

1.4

1.9

0.8

24.9

20.6

20.2

20.9診療所勤務（２０床未満） (513) (506)

【薬剤師】 計 (1,027) (1,028)

病院・診療所勤務 (512) (509)

薬局勤務 (515) (519)

医

療

関

係

72.1

74.9

77.0

72 8

2.1

1.7

1.8

1 6

25.7

23.5

21.3

25 6

78.3

78.1

83.5

72 8

0.8

0.7

0.4

1 0

20.9

21.2

16.1

26 2薬局勤務 (515) (519)

【看護師】 計 (1,030) (1,010)

病院勤務（２０床以上） (515) (508)

診療所勤務（２０床未満） (515) (502)

者

別

72.8

69.8

69.5

70 1

1.6

1.7

1.7

1 6

25.6

28.5

28.7

28 3

72.8

62.9

64.6

61 2

1.0

2.1

2.0

2 2

26.2

35.0

33.5

36 7

•医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたいかについては、74％が「勧めたい」と回答。「勧めたくない」は2％。
昨年度との差はあまり見られない

診療所勤務（２０床未満） (515) (502)

【歯科医師】 計 (324) (318)

70.1

81.8

1.6

1.2

28.3

17.0

61.2

80.5

2.2

0.9

36.7

18.6

3434

•昨年度との差はあまり見られない。
【医療関係者別】
•『看護師』は、「勧めたい」との回答が昨年度をやや上回っている。



1212 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由勧めたくない理由

平成23年度 Q12 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」の利用を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。

複数回答

＊どちらともいえない・ 勧めたくない回答者ベース

平成22年度 Q11 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」の利用を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。

54.5 58.4
60%

80%

平成23年度調査　全体

成 年度調査 全体

13.8
6.5 6.5 7.28.9

2.8 5.3
10.0

17.820.7
24.9

33.3

16.617.223.6

32.1

0%

20%

40%

平成22年度調査 全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

n=

自分自身が

制度をよく理解

していないから

診断書など、

必要書類の作成

が複雑・面倒

（そう）だから

不支給の場合、

責任を問われる

から（問われそう

だから）

給付の支給決定

までに時間が

かかるから（かかり

そうだから）

制度を利用する

ことが、自分の

責任問題になる

から（なりそう

だから）

制度の利用を

医療機関が

嫌がるから

（嫌がりそう

だから）

制度の利用を

製薬会社が

嫌がるから

（嫌がりそう

だから）

患者へのメリット

があまり感じられ

ないから

その他

平成23年度調査　全体 (903) 54.5        33.3        24.9        20.7        17.8        13.8        6.5        6.5        7.2        
【医師】 計 (275) 43 3 44 4 32 7 21 8 26 2 8 0 4 7 6 9 8 7

0%
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

【医師】 計 (275) 43.3        44.4        32.7        21.8        26.2        8.0        4.7        6.9        8.7        
病院勤務（２０床以上） (132) 45.5        47.0        36.4        17.4        27.3        12.1        6.1        5.3        9.1        
診療所勤務（２０床未満） (143) 41.3        42.0        29.4        25.9        25.2        4.2        3.5        8.4        8.4        

【薬剤師】 計 (258) 48.8        34.5        24.8        22.5        12.4        21.7        9.7        8.9        7.4        
病院・診療所勤務 (118) 41.5        42.4        31.4        27.1        11.0        19.5        8.5        5.1        5.9        
薬局勤務 (140) 55.0        27.9        19.3        18.6        13.6        23.6        10.7        12.1        8.6        

【看護師】 計 (311) 69.1        21.5        17.7        17.4        12.5        13.8        5.8        4.8        5.8        

医

療

関

係

者 【看護師】 計 ( )
病院勤務（２０床以上） (157) 69.4        21.0        18.5        21.0        19.1        16.6        6.4        5.7        4.5        
診療所勤務（２０床未満） (154) 68.8        22.1        16.9        13.6        5.8        11.0        5.2        3.9        7.1        

【歯科医師】 計 (59) 54.2        39.0        27.1        25.4        30.5        6.8        5.1        3.4        6.8        
平成22年度調査　全体 (886) 58.4        32.1        23.6        17.2        16.6        8.9        2.8        5.3        10.0        

平成23年度全体値の降順でソート

者

別

•医薬品副作用被害救済制度を患者に勧めたくない主な理由は、「自分自身が制度をよく理解していないから」55％、
「診断書など、必要書類が複雑・面倒だから」33％、「不支給の場合、責任を問われるから（問われそうだから）」25％。

•上位項目に昨年度との傾向差はあまり見られないものの、「自分自身が制度をよく理解していないから」については、全体では約４％減少した。
【医療関係者別】
•『医師』 『歯科医師』は「診断書など 必要書類の作成が複雑・面倒だから」 「制度を利用することが 自分の責任問題になるから」が

3535

『医師』、『歯科医師』は「診断書など、必要書類の作成が複雑 面倒だから」、「制度を利用することが、自分の責任問題になるから」が
他の医療従事者と比べ高い。『薬剤師』は「制度の利用を医療機関が嫌がるから」が特徴的に高い。
『看護師』は、「自分自身が制度をよく理解していないから」が約7割と突出している。



1212 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 勧めたくない理由勧めたくない理由 （平成（平成2222年度調査）年度調査）

平成22年度 Q11あなたが「医薬品副作用被害救済制度」の利用を「勧めたくない」「どちらともいえない」と回答されたのはどのような理由からですか。

複数回答

＊どちらともいえない・ 勧めたくない回答者ベース

58.4
60%

80%

平成22年度調査　全体

【医師】 計

32.1

23.6
17.2 16.6

8.9
5.3 2.8

10.0
20%

40%【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

n=

自分自身が

制度をよく理解

していないから

診断書など、

必要書類が

複雑・面倒

（そう）だから

不支給の場合、

責任を問われる

から（問われそう

だから）

給付の支給決定

までに時間が

掛かるから

（掛かりそう

だから）

制度を利用する

ことが、自分の

責任問題に

なるから

（なりそうだから）

制度の利用を

医療機関が

嫌がるから

患者さんへの

メリットがあまり

感じられないから

制度の利用を

製薬企業が

嫌がるから

その他

平成22年度調査 全体 (886) 58.4         32.1         23.6         17.2         16.6         8.9         5.3         2.8         10.0         

0%全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

平成22年度調査 全体 ( )

【医師】 計 (224) 50.9         43.8         29.0         18.8         21.0         3.6         4.9         2.7         8.0         

病院勤務（２０床以上） (114) 54.4         40.4         28.1         16.7         18.4         3.5         6.1         1.8         9.6         

診療所勤務（２０床未満） (110) 47.3         47.3         30.0         20.9         23.6         3.6         3.6         3.6         6.4         

【薬剤師】 計 (225) 49.8         36.0         26.7         20.9         12.9         14.2         5.8         0.9         13.8         医

療
病院・診療所勤務 (84) 47.6         48.8         35.7         28.6         14.3         10.7         9.5         1.2         10.7         

薬局勤務 (141) 51.1         28.4         21.3         16.3         12.1         16.3         3.5         0.7         15.6         

【看護師】 計 (375) 69.3         21.3         16.8         12.8         14.7         9.6         5.1         3.5         9.9         

病院勤務（２０床以上） (180) 69.4         23.9         19.4         14.4         18.3         8.3         4.4         2.8         11.7         

診療所勤務（２０床未満） (195) 69.2         19.0         14.4         11.3         11.3         10.8         5.6         4.1         8.2         

関

係

者

別

3636

診療所勤務（２０床未満） ( )

【歯科医師】 計 (62) 50.0         40.3         33.9         24.2         25.8         4.8         6.5         6.5         4.8         
※全体値の降順でソート



1313 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 情報入手経路情報入手経路

平成23年度 Q13 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」について情報を収集する場合、どのような方法で、またはどこから情報が入手できるとよいと思いますか。

複数回答

平成22年度 Q12 あなたが、「医薬品副作用被害救済制度」について情報を収集する場合、どのような方法で、またはどこから情報が入手できるとよいと思いますか。

80%

平成23年度調査 全体
47.0 45.5

39.6 39.5
28.0 25.3

19.1

1 6

49.4
42.9 40.3

32.0
21.1

2.8

24.0
25.0 16.6

22.8

48.4

20%

40%

60%平成23年度調査 全体

平成22年度調査　全体

【医師】 計

【薬剤師】 計

【看護師】 計

【歯科医師】 計

n=

医薬品医療

機器総合機構

（PMDA）の

ホームページ

厚生労働省の

ホームページ
パンフレット

医療関係

専門誌

製薬会社の

社員

自治体・

保健所などの

公共機関

勤務先の医療

安全管理者

学会・研修会

・講演会

医薬品医療

機器総合機構

（PMDA）の

相談窓口

その他

平成23年度調査 全体 (3,412) 47.0        45.5        39.6        39.5        28.0        25.3        25.0        24.0        19.1        1.6        

1.6- 2.8
0%全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

平成23年度調査 全体 ( )
【医師】 計 (1,031) 44.1        40.3        33.3        37.3        30.4        20.5        21.0        30.7        15.5        1.2        

病院勤務（２０床以上） (518) 44.4        38.2        33.4        38.6        29.0        17.8        32.0        32.4        14.3        1.0        
診療所勤務（２０床未満） (513) 43.9        42.5        33.1        36.1        31.8        23.2        9.9        29.0        16.8        1.4        

【薬剤師】 計 (1,027) 58.7        49.1        34.0        41.1        27.0        20.8        19.8        17.9        25.7        1.7        
病院・診療所勤務 (512) 64.6        48.2        30.1        38.9        26.6        18.8        23.2        20.7        28.1        2.1        
薬局勤務 (515) 52.8        49.9        37.9        43.3        27.4        22.9        16.3        15.1        23.3        1.2        

【看護師】 計 (1 030) 36 6 48 1 51 2 38 8 27 2 33 8 35 1 20 8 17 3 1 5

医

療

関

係

者 【看護師】 計 (1,030) 36.6        48.1        51.2        38.8        27.2        33.8        35.1        20.8        17.3        1.5        
病院勤務（２０床以上） (515) 38.1        47.4        48.3        42.1        23.9        29.1        43.5        24.1        17.1        1.7        
診療所勤務（２０床未満） (515) 35.1        48.7        54.0        35.5        30.5        38.4        26.8        17.5        17.5        1.2        

【歯科医師】 計 (324) 51.9        42.3        41.0        43.8        25.9        27.8        22.2        32.1        15.7        2.8        
平成22年度調査　全体 (3,377) 48.4        49.4        42.9        40.3        * 32.0        16.6        22.8        21.1        2.8        

*：平成22年度非聴取項目　平成23年度全体値の降順でソート

者

別

•望ましい情報入手経路は、「医薬品医療機器総合機構のホームページ」47％がトップ、僅差で「厚生労働省のホームページ」46％が続く。
以下、「パンフレット」40％、「医療関係専門誌」40％の順となっている。
【医療関係者別】
•『医師』 『歯科医師』は「学会 研修会 講演会」が高め

3737

•『医師』、『歯科医師』は「学会・研修会・講演会」が高め。
『薬剤師』では、「医薬品医療機器総合機構のホームページ」に加え、「医薬品医療機器総合機構の相談窓口」が他層よりも高くなっている。
『看護師』では「パンフレット」がトップとなっている。また、「勤務先の医療安全管理者」や「自治体・保健所などの公共機関」も高め。



1414 普段読んでいる医療関係専門誌普段読んでいる医療関係専門誌 <<自由記述自由記述>>
平成23年度 Q14 あなたが、ふだんお読みになっている医療関係専門誌は何ですか。3誌まで挙げてください。

複数回答

平成22年度 Q13 あなたが、ふだんお読みになっている医療関係専門誌は何ですか。3誌まで挙げてください。

平成23年度調査 平成22年度調査

(n=3,412) (n=3,377)

日経DI 日経メディカル

日経メディカル 日経DI

12.3
11.0

6 1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

11.6
11.1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

エキスパートナース 薬局

薬局 エキスパートナース

日本医師会雑誌 薬事

薬事 日本内科学会雑誌

本 科学会雑誌 本 師会雑誌

6.1

5.4
4.9
4.4
4 1

7.0

6.2
6.1
5.2
5 2日本内科学会雑誌 日本医師会雑誌

海外医療雑誌 日本病院薬剤師会雑誌

日本病院薬剤師会雑誌 日本薬剤師会雑誌

ナース専科 ナーシング/オペナーシング

日本薬剤師会雑誌 朝日メデ カル

4.1
3.3
3.1
3.0
2 7

5.2
5.1
4.2
3.7
3 3日本薬剤師会雑誌 朝日メディカル

メディカルトリビューン メディカルトリビューン

朝日メディカル ナース専科

看護師向けの雑誌 医薬ジャーナル

調剤と情報 日本医事新報

2.7

2.7
2.3
2.1
1 8

3.3

3.2
3.0
2.7
2 4

•昨年同様「日経メディカル」、「日経DI」が1割を超えて上位。

上位抜粋

調剤と情報 日本医事新報1.8 2.4

3838



1515 医薬品副作用被害救済制度医薬品副作用被害救済制度 有効な周知方法有効な周知方法 <<自由記述自由記述>>
平成23年度 Q15 「医薬品副作用被害救済制度」をより多くの医療関係者の皆様に知っていただき利用のご協力をいただくためにはどのような方法がよいと思いますか。

複数回答

平成22年度 Q14 「医薬品副作用被害救済制度」をより多くの医療関係者の皆様に知っていただき利用のご協力をいただくためにはどのような方法がよいと思いますか。

平成23年度調査 平成22年度調査
(n=3,412) (n=3,377)

制度の認知、普及、広告・宣伝 制度の認知、普及、広告・宣伝49.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

47.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

制度の認知、普及、広告 宣伝 制度の認知、普及、広告 宣伝

医療従事者への浸透 医療従事者への浸透

情報の共有・提供 手続きの簡略化・システムの簡略化

手続きの簡略化・システムの簡略化 法制化

医師会や公的機関からの

啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導

医師会や公的機関からの

啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導

39.8

12.0

4.1

2.1

47.9

31.8

23.8

2.5

1.0手続きの簡略化 システムの簡略化 法制化

基準の明確化・認定基準が厳しい 責任の明確化

法制化 基準の明確化・認定基準が厳しい

責任の明確化 副作用の理解

情報の共有・提供
難しい・執行しにくい／

制度をあま 推奨 た な

2.1

1.0

0.8

0.6

0.6

1.0

0.8

0.8

0.5

0.4情報の共有 提供

副作用の理解 報酬が必要

報酬が必要

その他

キャラクターを設定する 特になし／わからない

医師の仕事ではない・

医師、医療従事者の負担が大きい

制度をあまり推奨したくない

名称がわかりにくい・

わかりやすく変更する

0.6

0.5

0.4

0.4

0.2

0.4

0.2

0.2

1.5

6 2キャラクタ を設定する 特になし／わからない

患者サイドに立った

療 制度を す

メリットとデメリットの明確化

PMDAを民営化するべき／

官僚・役所体制の撤廃

医師の仕事ではない・

医師、医療従事者の負担が大きい

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

6.2

医薬品副作用被害救済制度 有効な周知方法とし 「制度 認知 普及 広告 宣伝 0 「医療従事者 浸透 40 「医師会や

患者サイドも強い関心を持つ事

その他

特になし／わからない

医療・制度を運用する
0.1

0.1

1.2

7.3

3939

•医薬品副作用被害救済制度の有効な周知方法として、「制度の認知、普及、広告・宣伝」50％、「医療従事者への浸透」40％、「医師会や
公的機関からの啓蒙・講演会・勉強会・教育・指導」12％などが上位。

•上位項目の順位は前回調査と変わらない。



1616 医療安全管理者医療安全管理者 担当経験の有無担当経験の有無

平成23年度 Q16 あなたは、お勤め先で「医療安全管理者」を担当されたことはありますか。

単一回答

平成23年度調査 平成22年度調査

現在 過去に担当した 担当した 現在 過去に担当した 担当した

平成22年度 Q15 あなたは、お勤め先で「医療安全管理者」を担当されたことはありますか。

n= n=

全体 (3,412) 22.5      (3,377) 24.1      

担当したこと

がある計

担当したこと

がある計

13.2 9.2 77.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、
担当している

過去に担当した
ことがある

担当した
ことがない

15.3 8.8 75.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、
担当している

過去に担当した
ことがある

担当した
ことがない

全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

【医師】 計 (1,031) 28.4      (1,021) 25.4      

病院勤務（２０床以上） (518) 22.6      (515) 18.8      

診療所勤務（２０床未満） (513) 34.3      (506) 32.0      

18.0

9.7

26.5

10.4

12.9

7.8

71.6

77.4

65.7

15.1

6.4

23.9

10.3

12.4

8.1

74.6

81.2

68.0

【薬剤師】 計 (1,027) 22.1      (1,028) 30.3      

病院・診療所勤務 (512) 20.9      (509) 29.9      

薬局勤務 (515) 23.3      (519) 30.6      

医

療

関

係

者

12.2

11.1

13.2

9.9

9.8

10.1

77.9

79.1

76.7

20.3

18.7

22.0

9.9

11.2

8.7

69.7

70.1

69.4

【看護師】 計 (1,030) 9.6      (1,010) 8.3      

病院勤務（２０床以上） (515) 11.5      (508) 8.5      

診療所勤務（２０床未満） (515) 7.8      (502) 8.2      

別 2.5

3.9

1.2

90.4

88.5

92.26.6

7.6

7.1 1.9

1.6

2.2

91.7

91.5

91.86.0

6.9

6.4

【歯科医師】 計 (324) 45.4      (318) 50.3      35.2 10.2 54.6 42.5 7.9 49.7

•医療安全管理者の担当状況について、「現在、担当している」との回答は13％。「過去に担当したことがある」を合わせた担当経験者は23％。
•担当経験者の割合が昨年度を若干下回っている。
【医療関係者別】

4040

【医療関係者別】
•昨年度は『薬剤師』の担当経験が3割強と高かったが今年度は2割強にとどまっている。
•『歯科医師』で、「現在、担当している」が特徴的に高い。



1616 医療安全管理者医療安全管理者 担当経験の有無別健康被害救済制度担当経験の有無別健康被害救済制度

－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度－医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度 認知率認知率
単一回答

平成23年度 Q1あなたは、下記に挙げた健康被害救済制度をご存じですか。以下それぞれにあてはまるものをひとつお選びください。

【医薬品副作用被害救済制度】 【生物由来製品感染等被害救済制度】
全体+10ﾎﾟｲﾝﾄ以上

n= 認知計 認知計

50 2 32 5 17 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない

26 0 34 0 39 9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名前は聞いたことがある 知らない
全体 10ﾎ ｲﾝﾄ以上

全体　+5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体　-5ﾎﾟｲﾝﾄ以上

全体-10ﾎﾟｲﾝﾄ以上
(n=30以上の場合)

全体 (3,412) 82.7  60.1  

現在、担当している (451) 92.0  68.1  
「
医

50.2

66.7

32.5

25.3

17.3

8.0

26.0

32.6

34.0

35.5

39.9

31.9現在、担当している ( )

過去に担当したことがある (315) 87.3  74.3  

療

安

全

管

理

者
60.6 26.7 12.7 41.3 33.0 25.7

担当したことがない (2,646) 80.6  57.0  

」
担

当

経

験

別

46.2 34.4 19.4 23.1 33.9 43.0

【医薬品副作用被害救済制度：担当経験別】
•『現在、担当している』で、認知率が最も高く92％。次いで、『過去に担当したことがある』で87％。
【生物由来製品感染等被害救済制度 担当経験別】

4141

【生物由来製品感染等被害救済制度：担当経験別】
•『過去に担当したことがある』で、認知率が最も高く74％。次いで『現在、担当している』で68％。



付録 調査票付録 調査票付録：調査票付録：調査票



付録：調査票付録：調査票

〔平成23年度調査〕

4343



付録：調査票付録：調査票

新聞広告 看板

ポスター

4444



付録：調査票付録：調査票

4545



付録：調査票付録：調査票

※薬剤師／看護師向け設問

4646



付録：調査票付録：調査票

4747


